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環境目標 １ 人と自然が ともに生きるまち 

行動方針 4 生きものをまもる 

 

■数値目標 
指標 水生生物観察会の参加人数（累計）【指標-5】 担当課 くらし環境課 

指標の定義 水生生物観察会に参加した人の数 

数
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現状値 2018 393 人/年 

最終目標 2021 530 人/年 

評価 Ｃ 50～80％未満の達成 

現状コメント 小学生を対象とした水生生物

観察会については、生涯学習課

と連携し、全生徒へのチラシ配

布ができたため、参加申込が定

員を上回る状況となりました。

大雨により中止となりました。

中学生については、9 名の生徒

に参加をいただき、2 箇所で実

施しました。 

 
■町の施策 （●：重点プロジェクト） 

4-1 自然環境の保全・整備 
○ 地元住民とともに愛鷹山の自然環境の保全整備に努めます。 

[順  調] 地元住民とともに愛鷹山の自然環境の保全整備に努めました。 【産業振興課】 

[順  調] 地元の団体と連携し、アマゴの放流事業を行いました。 【くらし環境課】 

 

4-2 自然観察会や保護活動の実施  
○ 河川に生息する水生生物の種類により水質の状況を判断する目的で、水生生物調査を町民参

加のもとで定期的に行います。 

[概ね順調] 中学生を対象とした事業で、2箇所にて水生生物調査を実施し

ました。小学生を対象とした事業は、大雨警報の発令により

中止となっています。 

【くらし環境課】 

○ 環境美化運動推進協議会や地域団体などと連携し、桃沢川にアマゴの稚魚を放流します。 

[順  調] 環境美化運動推進協議会では、地元団体や地元企業、幼稚園

児の協賛をいただき、放流を行いました。また、狩野川水系

水質保全協議会においても、水質保全の観点から放流を行い

ました。 

【くらし環境課】 
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4-3 町民の自然保護思想の高揚  
○ 町民の自然保護思想の高揚を図り、必要に応じ周辺市町と協力しながら広域的な対応を図り、

町民へ PR します。 

[順  調] 保全への理解を深めるため、伊豆半島ジオパークのジオサイ

トに順次、解説板を整備しました。 

【産業振興課】 

[順  調] 近隣市町や保護団体と協力し、富士山涵養林の植樹を行いま

した。 

【くらし環境課】 

 

4-4 鳥獣保護と有害鳥獣対策の推進  
○ 有害鳥獣防護柵等設置費補助金の活用を促すとともに、法令に基づく有害鳥獣捕獲業務を町

猟友会に委託し、農畜産物被害の防止に努めます。 

[概ね順調] 有害鳥獣防護柵設置費補助金の活用を促すとともに、町猟友

会に委託し、法令に基づく有害鳥獣捕獲を実施しました。 

【産業振興課】 
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